
 

  

    地域医療福祉連携室 長倉 学 

連 携 医 療 機 関 の 皆 様 と 共 に 歩 む 

平成 30 年 2 月 

第 18 号 

岩手県立磐井病院 連携いわい 

＜岩手県立磐井病院 理念＞ 

地域の皆様に納得のできる医療を提供します 
 

＜岩手県立磐井病院 行動指針＞ 

① 患者さんの希望や背景を尊重します。 

② 患者さんの個人情報を守ります。 

③ 患者さんの安全に配慮し診療に全力を尽くします。 

④ 地域における医療・介護・福祉の連携に貢献します。 
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当院は『一関市医療と介護の連携連絡会（医介

連）』に参加しており、一関市との共催で毎年研修

会を行っています。今年度は、10 月 28 日(土)に一

関保健センターを会場として開催し、「高齢者の口

腔ケア」をテーマに『歯がある口には福がある －

いつまでも自分の歯で食べられるように－』と題し

て、一関歯科医師会・岩手県歯科衛生士会からもご

協力をいただき、４題の講演を行いました。 

歯科医師会の三浦理事からは、全身状態の悪化に

つながるとして注目されている「オーラルフレイル

（加齢に伴う口の衰え）」の予防について、歯科衛

生士会一関支部の石田支部長からは、口腔内や義歯

の実際のお手入れ方法について動画を交えながら、

分かりやすく説明いただきました。 

また当院からは、中山歯科口腔外科長が「高齢者

の歯科疾患と治療方法」を実際の症例写真も提示し

て解説し、併せて山桑主任言語聴覚士から「摂食嚥

下障害」について安全に口から食べられる工夫等に

ついて説明しました。 

当日は、医療・介護関係者のほか一般の方も含め

９０名近い参加があり、受付横に展示した口腔ケア

製品の試供品もすべて無くなるなど、皆さんの関心

の高さが伺えました。 

 今後も、地域のニーズに沿った講演会を開催して

いこうと考えていますので、ご意見・ご要望があり

ましたら連携室までお寄せください。 
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実施日 演題 演者 会場 人数

4/10 「寿命を考えてみませんか？そして「緩和ケア」ノススメ」 緩和医療科長　平野　拓司 日向会館 19人

4/13
①「乳がん検査　マンモグラフィーについて」
②「乳がんを早く見つけよう！」

①放射線技術科 菊地　里枝子
②乳がん看護認定看護師　岩淵　美智子

花泉総合福祉センター 25人

7/6 「禁煙について」 病院長　加藤 博孝 一関保健センター 21人

8/24
①「おくすりの正しい使い方について」
②「こんな時どうする？応急処置を知ろう」

①薬剤師　昆野　久美子
②救急認定看護師　佐藤　加代子

弥栄市民センター平沢分館 13人

9/7 「乳がんを早く見つけよう！」 看護師　千葉　美穂 一関保健センター 17人

9/25
①「おくすりの正しい使い方について」
②「こんな時どうする？応急処置を知ろう」

①薬剤師　昆野　久美子
②救急認定看護師　佐藤　加代子

真滝５区公民館 16人

9/30 「こんな時どうする？応急処置を知ろう」 救急認定看護師　佐藤　加代子 たんぽぽ保育園 17人

10/16 「赤ちゃんの股関節検診を受けましょう」 整形外科長　中山　明里 一関市保健センター 18人

10/17 「禁煙のすすめ」 病院長　加藤 博孝 富士通ゼネラルエレクトロニクス 22人

11/13
①「やわらかく食べやすい食事～えん下食について～」
②「糖尿病について」

①主任管理栄養士　蕨野佳子
①調理師　佐藤　まゆみ
②糖尿病認定看護師　大谷明子

高梨公民館 45人

「どこでも医療講座」は、地域の皆様の希望に応じて、当院の担当職員を講師として派遣し、講座を開催す

るものです。当院職員の持つ、専門分野の知識を広く周知することで、地域住民の保健・医療・福祉に対する

意識や治療の向上に寄与することが目的です。 

今年度は１２月末までで、合計 10 回開催の実績があり、講演演題は薬剤科の「おくすりの正しい使い方」

佐藤救急認定看護師の「こんな時どうする？応急処置を知ろう」の 2 題が特に人気でした。その他に、加藤病

院長の「禁煙のすすめ」も希望が多く、地域の皆様の禁煙への意識の高まりが感じられました。申込みは随時

受け付けておりますので、ぜひご利用ください。 

 

当院は、平成 25年 10月より地域医療支援病院の指定を受けてお 

ります。患者に身近な地域で医療を提供されることが望ましいという 

観点の元、地域の中核病院として各医療機関と適切な連携を図ってい 

くよう努めております。そうしたなかで、紹介率・逆紹介率は、第一 

線の地域医療を担う、かかりつけ医を支援する一指標として用いられ 

ており、地域医療支援病院の承認要件ともなっています。 

〈承認要件〉※①～③のいずれかを満たすこと 

①紹介率 80％を上回っていること 

②紹介率が 65％を超え、かつ、逆紹介率が

40％を超えること 

③紹介率が 50％を超え、かつ、逆紹介率が

70％を超えること 

実施日 演題 演者 会場 人数

4/10 「寿命を考えてみませんか？そして「緩和ケア」ノススメ」 緩和医療科長　平野　拓司 日向会館 19人

4/13
①「乳がん検査　マンモグラフィーについて」
②「乳がんを早く見つけよう！」

①放射線技術科 菊地　里枝子
②乳がん看護認定看護師　岩淵　美智子

花泉総合福祉センター 25人

7/6 「禁煙について」 病院長　加藤 博孝 一関保健センター 21人

8/24
①「おくすりの正しい使い方について」
②「こんな時どうする？応急処置を知ろう」

①薬剤師　昆野　久美子
②救急認定看護師　佐藤　加代子

弥栄市民センター平沢分館 13人

9/7 「乳がんを早く見つけよう！」 看護師　千葉　美穂 一関保健センター 17人

9/25
①「おくすりの正しい使い方について」
②「こんな時どうする？応急処置を知ろう」

①薬剤師　昆野　久美子
②救急認定看護師　佐藤　加代子

真滝５区公民館 16人

9/30 「こんな時どうする？応急処置を知ろう」 救急認定看護師　佐藤　加代子 たんぽぽ保育園 17人

10/16 「赤ちゃんの股関節検診を受けましょう」 整形外科長　中山　明里 一関市保健センター 18人

10/17 「禁煙のすすめ」 病院長　加藤 博孝 富士通ゼネラルエレクトロニクス 22人

11/13
①「やわらかく食べやすい食事～えん下食について～」
②「糖尿病について」

①主任管理栄養士　蕨野佳子
①調理師　佐藤　まゆみ
②糖尿病認定看護師　大谷明子

高梨公民館 45人
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褥瘡研修会を終えて     皮膚・排泄ケア認定看護師 千葉 良子 

 磐井病院では、地域の褥瘡ケアの向上を目指し、医療・介護・福祉に携わる職種を対象とした褥瘡研修会を

毎年開催しております。 

 平成29年10月13日は、「こんな時どうする？褥瘡ケア」をテーマに開催し、23施設より98名の方にご参加い

ただきました。今回は、事前にお寄せいただいた褥瘡ケアに悩むことについて、グループで意見交換を行い、

当院の褥瘡対策チームの医師、薬剤師、管理栄養士、作業療法士、看護師よりケアのポイントについて説明さ

せていただきました。研修会後、皆様からケアの根拠や適切な方法を学べて良かった、情報交換ができ有意義

な研修だったというお言葉をいただきました。今後 

も、このような機会を通して連携を深めていきたい 

と思います。 

地域で生活する方の高齢化と共に、褥瘡リスクの 

ある方も増えています。褥瘡は、日常生活動作の低 

下、骨突出、低栄養、生活環境など様々な要因が関 

連して発生するため、早めの予防対策が重要です。 

褥瘡に関する新しい情報もお伝えしながら、生活の 

場に応じた褥瘡予防について、皆様と共に考えてい 

きたいと思います。褥瘡ケアでお困りの事などござ 

いましたら、お気軽にお声かけください。 

     医療福祉相談室 川村 菜緒美 

当院の医療福祉相談室は、病棟行きのエレベーター 

へ向かう廊下の途中にございます。平成 28 年より相談 

室と退院支援室が隣室となり、窓口が一つとなりまし 

た。以前よりもさらに密に、相互に連携を図りながら 

業務に当たっているところです。 

相談室には現在 4 名の医療ソーシャルワーカー 

（MSW）が在籍していま す。がん相談支援センター、お

よび緩和ケア専従 1 名、がん相談支援センター兼任 1 名、

退院支援部門兼任 2 名という役割分担となっており、患者 

さんやご家族がよりよい生活を送ることができるよう日々向きあっております。 

 医療費のことや介護保険、障害福祉サービスなどの制度利用に関すること、転院のことや療養に関する不安

など日々様々なご相談をいただくなかで、みなさまの想い 

を伺いながら一緒に考えていくことを大事にしたいと感じ 

ています。しかしながら、急性期病院という当院の特徴か 

ら全ての方のご希望に必ずしも添えないこともあり、悩む 

ことも多々あります。そんな中で地域の医療機関、介護・ 

障害福祉、行政等各関係機関のみなさまには日頃より大変 

お世話になっております。今後もご意見をいただいたり、 

ご相談させていただきながら、連携を深められるよう励ん 

で参りますので、よろしくお願いいたします。 

 

【医療ソーシャルワーカー】 

【相談室】 

【研修会の様子】 
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岩手県立磐井病院 
【連絡先】 

〒029-0131 岩手県一関市狐禅寺字大平１７ 
電話（0191）-23-3452 Fax （0191）-23-9691 
連携室直通 Fax (0191)-21-3990 

【編集・発行】 

岩手県立磐井病院 地域医療福祉連携室 

病院ホームページ：http://www.iwai-hp.com 

公式 Facebook：http://www.facebook.com/iwaihｐ 

 

         

氏名：桂 一憲（かつら かずのり） 

出身大学：東北大学（移植再建内視鏡外科） 

卒業年：H１０年 

役職名：第 2 外科長 

専門分野：消化器外科 

ひとこと：１０月に赴任致しました。よろしくお願いします。 

◆演 題 「抗がん剤について」 

◆講 師 磐井病院 薬剤師 高橋 大 氏 

◆日 時 平成３０年２月１６日（金）14：30～16：30 

    （講演：14：30～15：30、よろず相談＆お茶会：15：30～16：30） 

◆会 場 磐井病院 ２階 多目的会議室  

◆参加料 無料 

※インフルエンザ等の流行により中止となる場合がございます。中止の場合は、病院ホーム

ページ・Facebook・ポスターにてお知らせいたしますのでお手数ですが随時ご確認ください。 

お問い合わせは、磐井病院 地域医療福祉連携室まで。 

◆内 容 『“PCA ポンプ CADD”“カフティーポンプ”の取り扱い』 

◆日 時 平成３０年２月２１日（水）17：30～18：30 

◆場 所 磐井病院 ２階 多目的会議室 

◆講 師 スミスメディカル 

◆対 象 医療・介護従事者（事前申込不要） 

お問い合わせは、磐井病院 緩和ケアチーム 長谷川まで。 

 

 

10 月 1 日から、第２外科長として着任しております新任医師を紹介いたします。 
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